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2022年7月期 通期決算（2021年8月～2022年7月）

売上高
45億83百万円

経常損益
△4億66百万円

■2022年7月期業績

エネルギー事業

前期比
22.1％増

売上高 ：4,398百万円
営業損益：△182百万円

前期比：24.8％増
前期比：一

電子機器事業 売上高 ：185百万円
営業損益： 81百万円

前期比：19.4％減
前期比：18.3％減
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通期売上高 過去最高
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（単位：件）

（単位：百万円）

■売上高 ■電気・ガス契約件数 ■経常利益

106 

242 

429 

544 

150 

54 

86 

183 

7 △147△441

△466

-100

0

100

200

300

400

500

600

0

10

20

30

2022.04 2022.05 2022.06 2022.07

6

20 19
25

（単位：件）

■太陽光・蓄電池契約件数



（単位：百万円）

2021/7期
（実績）

2022/7期
（実績）

前年同期比

金額 対売上比 金額 対売上比 増減額 増減率

売上高 3,754 100.0％ 4,583 100.0％ 829 22.1％

売上総利益 853 22.7% 294 6.4% △559 △65.6%

営業利益又は損失（△） 180 4.8% △420 ― △600 ―

経常利益又は損失（△） 183 4.9% △466 ― △649 ―

当期純利益又は損失（△） 124 3.3% △389 ― △513 ―

2022年7月期
Ｐ/Ｌ（前年同期比）

売上高においては、前年同期比で22.1％増
通期過去最高記録を更新
JEPXの価格高騰の影響により、売上総利益65.6%減ではあ
るものの、市場連動を導入したことにより、翌期は利益増加
を見込んでいる。
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（単位：百万円）

2021/7期末
（2021/7/31）

2022/7期末
（2022/7/31）

増減額 主な増減要因

金額 金額

流動資産 1,195 1,493 298 冬場を見据えた現預金確保による増加

固定資産 398 734 336
本社移転、営業所開設、
バイオガス発電所出資による増加

資産合計 1,593 2,228 635

流動負債 526 1,207 681 短期借入による増加

固定負債 73 548 475 借入金による増加

負債合計 600 1,756 1,156

純資産合計 993 472 △520 剰余金の配当による減少

負債・純資産合計 1,593 2,228 635

2022年7月期
B/S

2021年10月から続く市場高騰への対応、
冬場にかけての市場高騰を見据えた、
借入の実行によって負債が増加している。
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（単位：百万円）

2022/7期
（実績）

2023/7期
（計画）

増減率

金額 対売上比 金額 対売上比

売上高 4,583 100.0％ 5,179 100.0％ 13.0％

売上総利益 294 6.4% 1,150 22.2％ 291.3％

営業利益又は損失（△） △420 ― 210 4.1％ ―

経常利益又は損失（△） △466 ― 200 3.9％ ―

当期純利益又は損失（△） △389 ― 154 3.0％ ―

2023年7月期通期
Ｐ/Ｌ（翌期計画）

翌期は市場連動を導入したこともあり、
業績は落ち着き安定した利益が出るもの
と見込んでいる。
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エネルギー事業の拡大
■脱炭素化に向けた新規案件の推進 ■電気・ガスのセット販売
■蓄電池・太陽光の販売 ■電子機器の販売（リプレイス販売）
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Ⅱ. SDGｓへの取り組み
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SDGｓへの取り組み

重要テーマに沿った取り組みをおこない、環境変化を
見極めながら取り組みを強化

再生可能エネルギー発電の推進し、地球環境に配慮

男女問わず誰もが自分の能力や個性を発揮できる働きやすい社会へ

自然環境保全への貢献
廃棄物を削減し、循環型社会の拡大へ
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脱炭素化への貢献

女性の活躍を推進



再生可能エネルギー発電の推進

バイオガス発電は、本来捨てられ
るはずの食品廃棄物を有効利用し、
食品ロスを低減し電気というエネル
ギーに変えることができる発電シス
テムです。
食品廃棄物を原料として、メタン

発酵により生成したバイオガスを使
用して発電するため地球環境に優し
く、バイオガス発電を通して、地域
活性化を推進する社会を創ります。

脱炭素社会の実現への取り組み

風力発電は、風の力を利用して
風車を回し、風車の回転運動を発
電機を通じて電気に変換する発電
方法です。
時間を選ばず発電が可能であり

さらには、発電時に地球温暖化の
原因となる温室効果ガスが発生し
ないというメリットがあります。
私たちは、環境負荷の少ないク

リーンなエネルギー利用に積極的
に取り組んでいきます。

私たちは、エネルギー資源が枯渇しない・温室効果ガスを排出しな
いことに取り組みます
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風力発電所 バイオガス発電所



レンタルウォーターサーバーの取次業務を通じて、毎日飲む
飲料水を、ペットボトルからボトルウォーターへ変えることで、
廃棄物を削減し、循環型社会の拡大に貢献しています。

働きやすい社会づくりへの貢献

大阪市から”女性が活躍している環境”などを評価さ
れ、 「大阪市女性活躍リーディングカンパニー」の最
高賞である『２つ星の認証』を今年も獲得

性別等に関係なく公平な評価制度を設け、積極的に
活躍の機会を与えるなど、女性管理職比率向上に向け
た人材育成にも注力しています。

自然環境保全への貢献
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働きやすい社会づくりへの貢献



Ⅲ. 2023年7月期 業績見通し

（2022年8月～2023年7月）
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当社の取り組み

エネルギー事業

一般家庭、個人事業主、法人、
国・地方自治体などの

需要家に対して
電気、ガスを販売

蓄電池・太陽光事業

個人や法人のお客様に対し、
大手メーカーの

太陽光・蓄電池を販売

電子機器事業

電子ブレーカー
（高性能コンピューター内蔵式

ブレーカー）の
製造・販売・設置

その他

一般社団法人メタバース
推進協議会に加入し、

メタバース業界への参入を検討
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■電力市場の高騰が続く中、当社では安定した電力供給に努めるため、
市場価格に連動して電気料金の販売単価が変動する、市場連動型プランを導入した。
基準を超えた単価に対して連動する仕組みの為、安定した利益を確保することができる。

■エリアごとの電源調整額

エリア 還元調整基準単価 追加調整基準単価

北海道・東北・東京エリア ￥５．００（税抜） ￥１５．００（税抜）

中部・北陸・関西・中国・
四国・九州エリア

￥５．００（税抜） ￥１３．００（税抜）

■関西エリア直近3年間の市場平均単価
電力市場単価が5円以下又は13円以上になると、販売単価で調整をおこなう。

(単位：円/kWh)



愛媛県西宇和郡ウィンドファームの稼働開始

風力発電所の完成、稼働開始

■風力発電所が、順次稼働を開始しました。秋頃には、7基全ての稼働を予定しております。

■風力発電において、エネルギー資源が枯渇しない、温室効果ガスを排出しないという特徴によ
り、再生可能エネルギーの推進に貢献できるよう取り組んでまいります。

名称 愛媛県西宇和郡

ウィンドファーム

場所 愛媛県西宇和郡伊方町

風車の概要 高さ 30ｍ

ロータ直径 15.6ｍ

想定発電量 約644,000kWh/年間

売電価格 55円/kWh
16

完成写真



合同会社羽村バイオガス発電所への出資

バイオガス発電所への出資

■食品廃棄物を原料として、メタン発酵により生成したバイオガスを使用して発電する地球環境に
配慮した持続可能な都市型バイオガス発電所
■食品廃棄物のリサイクル率向上、温室効果ガスの削減に寄与

名称 羽村バイオガス発電所

場所 東京都羽村市緑ヶ丘

運転開始日 2021年４月

面積 1,000坪

発電量 約850万kWh/年

1日の廃棄物

処理量

80ｔ

羽村バイオガス発電所
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中長期の事業展開イメージ

エネルギー事業の拡大
■電気・ガスのセット販売 ■脱炭素化に向けた新規案件の推進
■蓄電池・太陽光の販売 ■電子機器の販売（リプレイス販売）

19電 子 機 器 事 業

エネルギー事業 電力

ガス小売に参入

電 子 機 器 事 業（リプレイス販売）

売
上
高
・
経
常
利
益

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

小売電気に参入

ガス（ストック型）

電気（ストック型）

高

2021.12月
大阪営業所開設

2021.9月
神戸営業所開設

バイオマス発電所出資

現在地

脱炭素化に向けた新規案件の推進

2022.秋頃
風力発電所
運転予定
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蓄電池・太陽光（フロー型）

2022.3月
蓄電池・太陽光

販売開始



将来の見通しに関する注意事項

本資料に関するお問い合わせ先

株式会社アースインフィニティ IR担当

Mail：earth-ir@earth-infinity.co.jp

本資料は当社の企業情報などの提供のために作成されたものであり、国内外を問わず、当社の発行
する株式その他有価証券への勧誘を構成するものではありません。

本資料に記載される業界、市場動向又は経済情勢等に関する情報は、現時点で入手可能な情報に基
づいて作成しているものであり、弊社はその真実性、正確性、合理性及び網羅性について保証するも
のでなく、また、弊社はその内容を更新する義務を負うものではありません。

また、本資料に記載される当社の計画、見通し、見積、予測、予想その他の将来情報については、
現時点における弊社の判断または考えに過ぎず、実際の弊社の経営成績、財政状態その他の結果は、
国内外のエネルギーの政策、法令、制度、市場等の動向、弊社の事業に必要な許認可の状況、気候、
自然環境等の変動等により、本資料の記載の内容またはそこから推測される内容と大きく異なること
があります。

本資料に掲載している情報に関して、当社は細心の注意を払っておりますが、掲載した情報に誤り
があった場合や、第三者によるデータの改ざんデータダウンロード等によって生じた障害などに関し、
事由の如何を問わず一切責任を負うものではありません。
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